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いて考察する。また、巻末には、過去 3 回の人口センサス（1990 年、2000 年、2010
年）及び 1％人口サンプル調査（1995年、2005年）による人口データの比較表を添付
した（このうち、1990年版は研究所所蔵の人口普査。他はウェブ公開）。 
                                                   
1 生産年齢人口比率は、2010年の 73.5％をピークにすでに低下に転じている。生産年齢人口の定義を 15
～59歳にするなら、人口では 2011年、比率は 2009年をピークに低下に向かっている。 






 中国では、過去に 1953年、64年、82年、90年、2000年、2010年の 6回の人口セ
ンサスと、1987 年、95年、2005年の 3 回の１％人口サンプル調査を実施してきた 3。
1982 年以降の人口センサスは、国連（UNFPA）の協力を得て実施されており、国際基
準に沿った調査となっている。 
2010 年の人口センサスは、1000 万人の調査員を動員した大規模なもので、2010 年








                                                   
3 過去の人口センサスの特徴は、川俣［1992］を参照。 
地級区画数 県級区画数
地級市 市轄区 県級市 市轄区 県 自治県
 全国 333 285 2,852 860 367 856 1,453 117
 北京市 - - 16 14 - 16 2 -
 天津市 - - 16 13 - 15 3 -
 河北省 11 11 172 37 22 36 107 6
 山西省 11 11 119 23 11 23 85 -
 内モンゴル自治区 12 9 101 21 11 21 17 -
 遼寧省 14 14 100 56 17 56 19 8
 吉林省 9 8 60 20 20 20 17 3
 黒龍江省 13 12 128 64 18 64 45 1
 上海市 - - 17 16 - 18 1 -
 江蘇省 13 13 102 55 23 54 24 -
 浙江省 11 11 90 32 22 32 35 1
 安徽省 16 16 105 43 6 44 56 -
 福建省 9 9 85 26 14 26 45 -
 江西省 11 11 100 19 10 19 70 -
 山東省 17 17 138 48 30 49 60 -
 河南省 17 17 159 50 21 50 88 -
 湖北省 13 12 103 38 24 38 38 2
 湖南省 14 13 122 35 16 34 64 7
 広東省 21 21 121 56 23 54 39 3
 広西チワン族自治区 14 14 109 34 7 34 56 12
 海南省 3 3 20 4 6 4 4 6
 重慶市 - - 38 19 - 19 15 4
 四川省 21 18 181 45 14 43 118 4
 貴州省 9 6 88 13 7 10 56 11
 雲南省 16 8 129 13 11 12 76 29
 チベット自治区 7 1 74 1 1 1 72 -
 陝西省 10 10 107 24 3 24 80 -
 甘粛省 14 12 86 17 4 17 58 7
 青海省 8 1 43 4 2 4 30 7
 寧夏回族自治区 5 5 22 9 2 8 11 -





本稿の分析は、主として 2010 年の人口センサスを用いるが、2000 年の人口センサ
スと比較し、近年の変化を示すことに注力した。また、時系列的変化を明確にするた
























1953 58,260 30,190 28,070
1964 69,458 35,652 33,806
1982 100,818 51,944 48,874
1990 113,051 58,165 54,886
2000 124,261 64,028 60,234










2010年の人口は 13億 3281万人であり、2000年に比べて 9020万人増加したが、倍




で浙江省の 850万人、上海市の 661万人、北京市の 604万人の順になっている（図 1）。







地級市区別にみると、337地区のうち 2000年から 2010年の 10年間で人口が 1.1倍

































































































世帯数は、2000年の 3億 5123万世帯から 2010年に 4億 1772万世帯へ増加した（添
付表 2）。2000～2010年に 1.19倍に増加したことになるが、人口の 1.07倍より高い。
これは世帯規模縮小の影響を受けたものであり、平均世帯人員は、2000 年の 3.46 人
から 2010年には 3.09人に減少した（添付表 3）。 
2010 年に世帯数が、最も多い省は広東省の 3222 万世帯で、最も少ないのはチベット
自治区の 69 万世帯であった。2000～2010 年の世帯数の増加を倍率でみると、北京市
が 1.7倍と最も高く、次いで上海市が 1.6倍、広東省が 1.5倍と高い。これら地域の
世帯数増加には、世帯規模の縮小に加えて流入人口の増加が影響している。 
世帯規模の縮小はすべての省で確認できる。平均世帯人員は、北京市が 2.9 人から











独世帯比率（全世帯数に対する割合）は、2000 年の 8.3％から 2010 年には 14.5％に
上昇した。ちなみに、日本の 32.4％、韓国の 23.9％、台湾の 28.8％に比べれば、中
国の水準はそれほど高いものではない 4。しかし、省別にみると、北京市が 24.8％、
重慶市が 22.3％、広東省が 21.9％と韓国並みの水準にある。2010 年に単独世帯比率


























中国の都市化は急速に進んでいる。2010年の都市人口は 6億 7001万人であり 5、2000
年の 4億 5877万人より 2億 1124万人増加した。これに伴い都市化率（全人口に占め















   




















2010年の生産年齢人口（15～64歳）は、9億 9256万人であり、2000年の 8億 6981
万人より 1億 2275万人増加した。2000～2010年の 10年間に生産年齢人口は年間 1000
万人以上増加していることになる。 
生産年齢人口比率は 2000年の 70.0％から 2010年には 74.5％に上昇した（添付表 6）。
この水準は、世界でも最も高い水準に属する。（世界で生産年齢人口比率が 70％を超




























た地区は 278 地区を数え、そのうち 80％を超える地区は 22 存在する。とくに、東莞
市（広東省）は 89.4％と異常に高い。80％を超える地区の多くは、北京市、天津市、
上海市の他、長江デルタ経済圏、珠江デルタ経済圏に位置する地級市区である。 



























2010年の高齢化率（65歳以上の人口比率）は 8.9％で 2000年の 7.1％から 1.8％ポ
イント上昇し、中国はすでに「高齢化社会（高齢人口が 7％以上）」へと移行している。
ただし、2000年から 2010年の 10年間の上昇幅は大きいものではない。 
省・自治区・直轄市別にみると、高齢化率が最も高いのは重慶市の 11.7％、以下江
蘇省と四川省が 10.9％、安徽省が 10.2％となっている。最も低いのはチベット自治区
の 5.1％で、そのほか、青海省の 6.3％、寧夏回族自治区の 6.4％が低い。地域によっ
て高齢化の進み具合が異なる（添付表 7）。 
表 3は、2000年と 2010年の高齢化率の上位 10省をみたものである。2000年におい
                                                   




















他方、重慶市は 2000年の 8.0％（第 7位）から 11.7％（第 1位）へ、4％ポイント
近く上昇した。重慶市は人口減少地域であり、多くの若年人口が広東省などに移動し
たことが高齢化の加速要因となっている。さらに重慶市の農村の高齢化率をみると同







地級市区別にみると、2010年に高齢化率が 7％を超えていたのは 337地区中 277で







（全体） （都市） （農村） （全体） （都市） （農村）
1 上海市 11.5 11.3 12.6 1 重慶市 11.7 9.3 14.5
2 浙江省 8.9 7.2 10.6 2 四川省 10.9 9.0 12.3
3 江蘇省 8.8 7.5 9.8 3 江蘇省 10.9 9.1 13.6
4 北京市 8.4 8.4 8.4 4 遼寧省 10.3 10.3 10.3
5 天津市 8.4 8.6 8.0 5 安徽省 10.2 8.5 11.5
6 山東省 8.1 6.6 9.1 6 上海市 10.1 9.9 12.1
7 重慶市 8.0 7.7 8.2 7 山東省 9.8 8.2 11.5
8 遼寧省 7.9 8.0 7.8 8 湖南省 9.8 8.1 11.0
9 安徽省 7.6 6.7 7.9 9 浙江省 9.3 7.1 13.0















地級市区別にみると、一人当たり GDPが 20500元（約 3000ドル）以下の 132地区の
うち、高齢化率が 9％を超える地域は 55地区も存在する。これらの地域は人口流出の










「小学校以下」（未就学と初等教育の合計）が 1995 年の 58.5％から 2010 年には
33.7％に低下し、他方、「大学以上」（大学専科と大学本科、大学院の合計）が 2.2％












（添付表 8、添付表 9）。 
省・自治区・直轄市別にみると、2010年に「小学校以下」の比率が最も低いのは、北
京市の 12.3％で、次いで上海市の 17.3％、天津市の 20.3％であった。他方、最も高
いのはチベット自治区の 74.8%であった。「大学以上」の比率が最も高いのは、北京市

































































他方、製造業就業人口比率は、2000年の 12.5％から 2010年には 16.9％へ上昇した。 
製造業就業人口比率が最も高いのは、浙江省の 43.8％で、次いで広東省の 39.3％、上
海市の 35.4％、江蘇省の 34.1％の順である（添付表 11）。 
次に地級市区別にみる。地級市区別のデータは、製造業ではなく、第 2 次産業就業
人口しか発表されていない。これを比較すると、東莞市（広東省）が 76.1％、中山市







































いで上海市と遼寧省の 0.74、黒竜江省の 0.75、吉林省の 0.76、天津市の 0.91の順に
なっており、実に 7省で 1を下回った（添付表 12）。2000年に比べると総じて出生率
は低下しているものの、改善がみられる省も少なくない。北京市（0.67→0.71）、天津
市（0.88→0.91）、河北省（1.29→1.31）、上海市（0.68→0.74）、江蘇省（0.97→1.05）、
























とえば北京市の場合、15～49 歳を対象とした合計特殊出生率が 0.71 であったのに対
して、15～64歳を対象とした出生率は 0.83となる。 
地級市区別で、出生率が最も低いのは北京市の 0.83であり、次いで深セン（広東省）
の 0.87、南京市（江蘇省）の 0.91と続き、出生率が 1を下回ったのは 13地区であっ






































北京 A A （２） - 　湖北 A B （２） -
天津 A A （１） - 　湖南 A B （２） -
河北 A B （２） - 　広東 A B （２） -
山西 A B （２） - 　広西チワン A B （２） -
内モンゴル A B （２） - 　海南 A C （２） -
遼寧 A B （１） - 　重慶 A A （２） -
吉林 A B （１） - 　四川 A A （２） -
黒竜江省 A B （２） 3.0 　貴州 A B （２） -
上海 A A （１） - 　雲南 A C （２） 3.0
江蘇 A A （１） - 　チベット C C - 制限なし
浙江 A B （２） - 　陝西 A B （２） -
安徽 A B （１） - 　甘粛 A B （２） -
福建 A B （１） - 　青海 A C （２） 3.0
江西 A B （２） - 　寧夏 A C （２） 3.0
山東 A B （２） - 　新疆 A C （２） 3.0






















30 歳の未婚化率は、1995 年の 5.4％から 2000 年に 6.3％、2005 年に 8.8％、2010








































 移動人口は、2010年に 2億 6094万人で、全人口の 19.6％を占めた。また、2000年








上海市が 55.1％、北京市が 53.5％、浙江省が 36.6％、広東省が 35.3％と際立ってい
る。 
地級市区別にみると、深セン（広東省）が 82.2％、東莞市（広東省）が 80.1％と突











 他の省から流入した人口は、2010年に 8588万人で、2000年の 4242万人から倍増し
た。省間移動人口は、人口全体の 6.4％、移動人口の 32.9％を占める。省間移動人口
比率が高いのは、北京市（人口比率 35.9％、移動人口比率 67.1％）、天津市（同 23.1％、
同 60.4％）、上海市（同 39.0％、同 59.4％）、浙江省（同 21.7％、同 59.4％）、広東






















省内移動人口は、1億 7506万人（うち地級市区内が 9037万人、地級市区外が 8469
万人）で、2000年の 1億 197万人（うち地級市区内が 6563万人、地球市区外が 3634
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